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本
県
で
は
、
県
民
の
約
5
人

に
1
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
全
世
帯
の
約
3
割
が
高
齢

者
世
帯
と
な
り
、
そ
の
約
4
分

の
1
が
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
介
護
や
福
祉

な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
も
と

よ
り
、
地
域
で
互
い
に
支
え

合
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

大
変
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
主
役
の

街
中
サ
ロ
ン

　

Ｊ
Ｒ
西
那
須
野
駅
の
ほ
ど
近

く
に
あ
る
街
中
サ
ロ
ン
「
な

じ
み
庵
」。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
い
の

里
が
「
ケ
ア
さ
れ
る
人
か
ら
支

え
合
う
人
へ
」
と
の
考
え
に
基

づ
き
、
平
成
17
年
か
ら
運
営
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
誰
も
が
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
、
地
域
の

❶
栃木県の人口〔10月1日現在〕1,993,386人（前月比－137人、前年同月比－6,635人）世帯数757,803世帯

｢

縁
側｣ 

の
よ
う
な
居
場
所
と
し

て
、
約
1
5
0
人
の
高
齢
者
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

仲
間
づ
く
り
と
介
護
予
防
を

兼
ね
た
転
ば
ぬ
先
の
知
恵
教
室

を
は
じ
め
、
踊
り
や
楽
器
な
ど

の
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
や
、
高

齢
者
の
知
恵
や
技
を
若
い
世
代

に
伝
え
る
伝
習
会
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
特
技
や
技
能
を
活

か
し
た
活
動
が
盛
ん
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
し
た
時
か
ら
来
て

い
る
と
い
う
増
渕
光
子
さ
ん
は

「
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
で
、

毎
日
来
た
く
な
り
ま
す
。
出
か

け
る
場
所
が
あ
る
の
は
幸
せ
で

す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
じ
み
庵
で
は
、
運
営
も
高

齢
者
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

食
堂
で
「
お
ふ
く
ろ
の
味
日
替

わ
り
ラ
ン
チ
」
を
作
る
の
は
80

歳
代
の
人
も
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
一
日
40
食
を
作
る
の
は
大

変
で
す
が
、「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

「
お
い
し
か
っ
た
よ
」の
声
に
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
車
で
の
送

迎
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
い
ま

す
。
こ
の
送
迎
が
あ
る
か
ら
来

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
人
も

多
く
、
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

【
問
合
せ
】
県
高
齢
対
策
課
☎
0
2
8
･
6
2
3
･
3
1
4
8

　

ゆ
い
の
里
代
表
の
飯
島
惠
子

さ
ん
は
「
歳
を
と
っ
て
も
で
き

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
な
じ
み
庵
の
主
役
は
高
齢

者
。
そ
の
も
っ
た
い
な
い
力
を

活
か
し
、
お
互
い
様
の
心
で
支

え
合
う
居
場
所
な
ん
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
の

見
守
り
活
動

　
「
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
も
元

気
そ
う
だ
ね
」
と
、
真
岡
市
で

一
人
暮
ら
し
を
す
る
高
齢
者
の

自
宅
を
訪
ね
た
の
は
、
真
岡
市

並
木
地
区
の
区
長
を
務
め
る
飯

山
長ち

ょ
う

重じ
ゅ
う

さ
ん
で
す
。
訪
問
を
受

け
た
方
は
「
皆
さ
ん
が
ま
め
に

訪
ね
て
く
れ
る
の
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
ま
す
。
人
と
話
す
機

会
が
増
え
る
の
も
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

食堂で調理をするボランティアの皆さん

「転ばぬ先の知恵教室」で楽しみながら心と体も元気に／街中サロン「なじみ庵」

　

同
地
区
で
は
平
成
21
年
か
ら
、

主
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を

対
象
に
、
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
1
人
に
対

し
支
援
者
1
人
を
決
め
て
お
り
、

区
長
や
民
生
委
員
だ
け
で
な
く

近
所
の
人
も
活
動
に
参
加
し
て

本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
る
な
か
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
元
気
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、県
内
で
は
、地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
、事
業
者

や
市
町
な
ど
の
協
働
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
え
合
い
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
日

常
的
な
支
援
に
加
え
、
災
害
時

の
支
援
体
制
も
整
備
す
る
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

飯
山
さ
ん
は
「
高
齢
者
と
そ

の
支
援
者
の
家
や
避
難
場
所
が

分
か
る
地
図
を
作
る
な
ど
、
い

ざ
と
い
う
時
の
備
え
も
心
が
け

て
い
ま
す
。
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
い
ち
早
く
手
分
け

し
て
全
て
の
高
齢
者
世
帯
の
安

否
を
確
認
し
て
、
断
水
中
の
給

水
や
市
か
ら
の
支
援
物
資
の
配

布
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

身
近
に
で
き
る支

え
合
い

　

今
回
紹
介
し
た
活
動
の
ほ
か

に
も
、
県
内
で
は
、
地
域
の
関

係
者
の
協
働
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
支
え
合
い
の
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
織
的
な

活
動
に
参
加
で
き
な
く
て
も
、

地
域
で
暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
日
常
生
活
の
中
で
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」「
寒
く
な
り
ま
し
た
が
、

お
元
気
で
す
か
」
な
ど
、
近
所

に
住
む
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
も

そ
の
一
つ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
適
度
な
距
離
を
保
ち
つ

つ
行
う「
さ
り
げ
な
い
見
守
り
」

が
、
地
域
の
安
心
感
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
服
装
が
不
自
然
な
ま

ま
外
出
し
て
い
る
、
怒
鳴
り
声

や
泣
き
声
、
大
き
な
物
音
が
す

る
な
ど
、
高
齢
者
に
気
が
か
り

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
市
町
の

高
齢
者
福
祉
担
当
課
や
各
地
区

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
相
談
す
る
こ
と
で
「
小
さ

な
気
付
き
」
か
ら
高
齢
者
の
事

故
な
ど
を
未
然
に
防
げ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域

の
絆
が
少
し
ず
つ
深
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
地
域
で
互
い
に
支
え
合
っ

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
〝
つ

な
が
り
の
あ
る
社
会
〞
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●12/2（日）午後1時30分～午後4時30分●栃
木県庁東館4階講堂●テーマ：地域の絆で
支え合おう～住民流・助け合い起こし～
●講師：木原孝久（住民流福祉総合研究所
長）●高齢社会における住民同士の助け合
いや住民と関係機関の協働のあり方など
定120名（先着）料無料●電話で申し込みを
問県高齢対策課☎028-623-3148

本県の高齢化率および高齢者の一人暮らし等の世帯数
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夫婦のみの世帯
高齢化率

一人暮らし世帯

見守り活動を行う区長の飯山長重さん（左）

地
域
の
絆
で
支
え
合
う
長
寿
社
会
を

地
域
の
絆
で
支
え
合
う
長
寿
社
会
を

地域支え合い体制づくりセミナーの参加者募集

地域における支え合いネットワーク

地域住民
企業・商店・事業所等 老人クラブ
介護サービス事業者 民生委員・児童委員
在宅介護支援センター 福祉協力員・介護相談員

在宅（家族）
介護者の会

医師・医療機関 社会福祉協議会
駐在所・消防団等

介護、医療、福祉などの公的サービス

高齢者や
その家族

NPO・ボランティア

自治会・町内会

市 

町

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

地
域
の
関
係
者

居場所
サロン

支え合い
マップ作成

見守り
ネットワーク

地域の実情に応じた取り組み

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー介護支援

ボランティア



過去15年以上手入れがされていないスギ・ヒノ
キの人工林で、間伐を実施しています

間伐後の森林
民家の周辺に残る里山林を整備して、明るく安
全な森林にします

整備された里山林
間伐材で作った学習用机・椅子を小中学校へ、
木製ベンチを公共施設等へ配布しています

木製学習用机・椅子
身近な活動を通じて、県民協働の森づくりを推
進しています

植樹活動

県が実施 市町が実施 県と市町が連携して実施

( 　　　　　　)内訳　奥山林整備　4億8,422万円
　　　里山林整備　2億3,385万円

総事業費　8億4,815万3千円
元気な森づくり 84.7％  7億1,807万円

平成23年度とちぎの元気な森づくり県民税事業の実施概要

1億3,009万円

森を育む
人づくり
15.3％

県民税全体だといくらになるの？
どのように利用されているの？

具体的な例を挙げると…
歴史的景観が数多く残る街並みを生かした映画祭『栃木・蔵の街かど映画祭』
は、栃木市内の歴史的建造物や蔵をミニシアターに変貌させるイベントなん
だけど、市民・企業・行政が協働して毎年開催しているんだ。
このように、協働し、
それぞれの主体が得
意とする分野の役割
を担うことによって、
単体で実施するよりも集客や地域活性化など、いろいろな面で大きな成果を
上げることができるんだよ。

協働って何？

ある目的や課題に対し、同じ思いを持つ団体などが集まり、そ
れぞれが得意とする知識・技術やネットワークを生かし、一人
や一団体では実施が困難な企画の実現や課題を解決するために
協力することだよ。

最近よく耳にする“プラットフォーム”って何まる？

協働って何まる？

さまざまな団体が出会い・協議し、協働を進めていく場のことを
“プラットフォーム”と言っているんだ。さまざまな分野の人・
団体がいろいろな方面から集まり、同じ方向（目的）を目指す様
子が、同じ電車に乗って目的地を目指す“駅のプラットフォーム”
に似ていることから、そう呼ばれるようになったんだよ。

栃木県内には、ボランティアやNPOを支援する12の公設サポー
トセンターがあるから、まずはそこで相談してみるといいよ。サ
ポートセンターで出会った人たちが、話をしているうちに気付い
たら一つの目的に向かって取り組んでいたってこともあるんだ。

協働についてもっと詳しく知りたいんだけど、
どうすればいいまる？

 主 体 名 映画祭での役割
市民・ボランティア団体 映画祭当日のスタッフ、作品選定
企業等 会計処理、ポスター・チラシ製作、スポンサー募集
栃木市役所 映画祭の広報、行政手続、会場手配

※語尾の“まる”は、「とちまるくん言葉」

❷

【
問
合
せ
】
県
県
民
文
化
課
☎
0
2
8
･
6
2
3
･
3
4
2
2

【
問
合
せ
】
県
環
境
森
林
政
策
課
☎
0
2
8
･
6
2
3
･
3
1
8
5

県政特集 知っていますか？ 協働 ほか

県政テレビ番組（とちぎテレビ）「満喫!とちぎ日和」  月  19:30～19:45・（再）木  20:00～20:15　「週刊とちぎ元気通信」  日  9:00～9:30・（再）火  19:00～19:30  

知っていますか？

協働

とちぎの森を
元気にするために

11月はとちぎ県民協働推進月間です。県では、複雑化・多様化
する県民のニーズや地域の課題の解決を図るため、地域住民
や企業、行政などのさまざまな主体が、一緒になって共通の
課題解決に取り組む「協働」を推進しています。

森林は、きれいな空気や水を育むほか、土砂災害や洪水などの
自然災害を防ぎ、さらには二酸化炭素を吸収し地球温暖化の防
止にも貢献するなど私たちに多くの恵みをもたらしてくれま
す。県では「とちぎの元気な森づくり県民税」を活用し、大切な
森林を元気にして次の世代に引き継ぐための取り組みを進めて
います。

　木材価格の低迷や林業関係者の高齢化などで、手入れがされず荒
廃した森林が増えています。森林は、間伐（樹木の生育を促すための
間引き伐採）などの適切な管理がされないと、林内に日光が届かず下
草が生えなくなり、表土が流され土砂崩れの原因となったり、保水力
低下による洪水などを引き起こしたりします。そのため、森づくり県
民税（個人は年額700円、法人は均等割額の7％）を活用し、さまざま
な取り組みを行っています。

とちまるくんが「協働」について勉強しに、
とちぎボランティアNPOセンターにやって来たよ。

ボランティアって？？
ＮＰＯって？？

社会貢献活動に参加する人をボランティア、ボランティアが複数人集まっ
たものをボランティア団体といいます。営利を目的とせず組織的・継続
的に社会貢献活動を行っている団体をNPO（非営利組織）といいます。

名　　　　称 所 在 地・連 絡 先

宇都宮市まちづくりセンター まちぴあ 〒321-0954 宇都宮市元今泉5-9-7
☎028-661-2778･2779  FAX 028-689-2731

足利市民活動センター 〒326-0051 足利市大橋町1-2006-3
☎0284-44-7311  FAX 0284-44-7312

とちぎ市民活動推進センター くらら 〒328-0043 栃木市境町19-3　駅前庁舎1階
☎0282-20-7131  FAX 0282-20-7132

佐野市市民活動センター ここねっと 〒327-0003 佐野市大橋町3211-5
☎・FAX 0283-20-5166

かぬま市民活動広場 ふらっと 〒322-0054 鹿沼市下横町1302 まちなか交流プラザ1階
☎0289-60-2212  FAX 0289-60-2213

日光市民活動支援センター 〒321-1261 日光市今市304-3
☎・FAX 0288-22-2271

小山市ボランティア支援センター 〒323-0025 小山市城山町3-6-7
☎・FAX 0285-20-5562

真岡市市民活動推進センター コラボーレもおか 〒321-4507 真岡市石島893-15二宮コミュニティセンター内
☎0285-81-5522  FAX 0285-81-5558

下野市生涯学習情報センター 〒329-0433 下野市緑3-5-1
☎0285-40-0911  FAX 0285-44-6644

那須町ボランティアセンター・子育てサロン 〒329-3215 那須町大字寺子乙2566-1ゆめプラザ・那須内
☎・FAX 0287-71-1137

野木町ボランティア支援センター きらり館 〒329-0101 下都賀郡野木町友沼4930‒1
☎0280-23-1231  FAX 0280-23-1232

とちぎボランティアNPOセンター ぽ・ぽ・ら 〒320-0032 宇都宮市昭和2-2-7
☎028-623-3455  FAX 028-623-3465

県内公設サポートセンター一覧

とちぎ「森の楽校」の案内

荒廃した森林

とちぎの元気な森づくり県民税事業の評価
　外部委員による事業評価委員会を設置し、
前年度の事業の実施状況を評価・検証して、結
果を公表しています。
■平成23年度事業評価結果
　 評　価… すべての事業について、おおむね

効果的・効率的に執行されている
　 改善点… 県民への広報について、インター

ネットを活用するなど、より効果
的な方法を検討すること

◎ 森の手入れ（間伐）●11/17（土）午前9時～午後2時
●県民の森（矢板市）定20名（先着）料100円（保険料）
〆 11/9（金）

◎ 原木市場・製材工場見学●11/22（木）午前9時30分～
正午●鹿沼木材共販所（鹿沼市）、 青木製材所（日光
市）定50名（先着）料無料〆 11/14（水）

◎  グリーンスタッフ養成講座（森林と生物多様性）
　 ●12/2（日）午前10時～午後3時●宇都宮大学船生演
習林（塩谷町）●森づくり活動の指導者を育成するため
の講座で、森林と生物多様性について学びます定 30名
（先着）料無料〆 11/22（木）
◎ グリーンスタッフ養成講座（森林と野生獣）●12/8
（土）午前10時～午後3時●宇都宮大学船生演習林
（塩谷町）●森づくり活動の指導者を育成するための
講座で、野生獣の生態と獣害の現状・対策について学
びます定30名（先着）料無料〆 11/29（木）

問とちぎ環境・みどり推進機構☎028-643-6801



料受験・参加料金 身障者用駐車場
定定員 身障者用トイレ
〆応募・申込締切 オストメイト対応トイレ
問問い合わせ・申し込み先 県行政手続インターネットサービス

❸

とちぎ未来債11/15（木）募集開始！
●とちぎ未来債は、県が発行する債券です
●10万円から1,000万円まで10万円単位
で購入可能●5年満期一括償還（利率
は11月中旬発表）●申込期間 11/15（木）
～22（木）●取扱会社 足利銀行（取り扱
いのない店舗もあります）、栃木銀行、
証券会社（SMBC日興、大和、野村、宇
都宮、みずほ、みずほインベスターズ、
三菱UFJモルガン・スタンレー）の県内
各店舗●詳細は取扱会社の窓口へ問い
合わせください

河川整備計画変更原案のご意見募集
●田川圏域および渡良瀬川上流圏域の
河川整備計画へのご意見を募集します
●資料の閲覧方法などの詳しい内容は問
い合わせを問県河川課☎028-623-2446

県職員・警察官採用説明会
●対象 主に平成26年3月に大学を卒業
される方（参加・不参加は採用試験の合

否に関係ありません）●申込期間 11/5
（月）～12/6（木）●PC版またはモバイ
ル版県ホームページから申し込みを
【東京会場】12/9（日）午後1時30分～●都
道府県会館402会議室（東京都千代田
区） ●県の業務内容等の説明および若
手職員による体験談定 144名（先着）【宇都
宮会場】12/16（日）午後1時30分～●県
庁研修館 ●県の業務内容等の説
明および職種別説明会定 230名（先着）
問県人事委員会事務局☎028-623-3313

思い出の品々を募集
●H25/2/16（土）～3/17（日） に開催予定
の  「懐かしい “ふるさと とちぎ” 回想
展」の開催にあたり、展示品として、ご
家庭にある明治から昭和期の懐かしい
思い出の品 （々ポスターやチラシ、写真、
レコードジャケットなど）を募集します
（イベント終了後に返却します）●申込
期間　11/15（木）～12/14（金）●詳しい
内容は県県民文化課ホームページまた
は、問い合わせを
問県県民文化課☎028-623-2904

栃の葉国体記念
第30回健康マラソン大会参加者募集
●H25/2/10（日）午前8時～●県総合運
動公園（宇都宮市）●10kmの部、5kmの
部、2kmの部●対象　小学生以上料一
般3,000円、中高校生2,000円、親子の部
3,000円〆 12/21（金）
●電話で申し込みを
問栃木県体育協会
☎028-622-7677

農業大学校学生募集（一般入試・前期）
●試験日 H25/1/11（金）●願書受付期
間　11/26（月）～12/7（金）
問同校（宇都宮市）☎028-667-0711

県南高等看護専門学院学生募集（一般入試）
●試験日 H25/1/8（火）定 40名（推薦入
学含む）●願書受付期間 12/3（月）～7
（金）問同学院（栃木市）☎0282-27-7888

衛生福祉大学校学生募集（一般入試）
●試験日 H25/1/8（火）～25（金）●募集
期間　11/22（木）～12/20（木）※試験日

と募集期間は、学科によって異なります
問同校（宇都宮市）☎028-645-9227

日光自然博物館「自然解説員」募集
●1次試験：H25/1/20（日） 午前10時～
午後3時、会場 県職員会館ニューみくら
●2次試験：H25/2/3（日）、会場 日光自
然博物館定若干名（1年契約、最長5年）
●募集期間　11/16（金）～12/21（金）
問日光自然博物館（日光市）☎0288-55-0880

栃木県保健衛生事業団職員採用試験
●1次試験 11/23（金・祝）●とちぎ健康の
森（宇都宮市）●採用予定 事務職、診療
放射線技師各若干名 〆 11/15（木）●詳
しい内容は問い合わせを
問同事業団☎028-623-8181

とちぎ未来づくり財団職員採用試験
●1次試験　11/27（火）●とちぎ未来づ
くり財団（県総合文化センター内）●採
用予定　事務職2名●募集期間　11/5
（月）～16（金）●詳しい内容は問い合わ
せを問同財団☎028-643-1011

県央産業技術専門校学校祭（産技大
祭）・とちぎものづくり技能競技大会
●11/10（土）午前9時～午後3時●ネー
ムプレート作成やペーパークラフトな
どの体験教室、各種模擬店、アトラクシ
ョンなど●当日直接会場へ
問同校☎028-689-6374

フェスタinパルティ2012
●11/10（土）午前10時～午後4時●とち
ぎ男女共同参画センター パルティ（宇
都宮市）●グループ・団体によるワーク
ショップや展示販売など●当日直接会
場へ問パルティ☎028-665-8323

「介護の日」フェスティバルinとちぎ
●11/10（土）午前10時～午後4時●とち
ぎ健康の森（宇都宮市）●研究発表や特
別講演、コンサートなど料無料●当日
直接会場へ
問県高齢対策課☎028-623-3148

栃木県栄養改善学会記念講演
●11/11（日）午前10時～正午●とちぎ
福祉プラザ（宇都宮市）●女子栄養大学
副学長香川靖雄氏による講演「放射能と
食品について―がんの予防食―」料無
料〆 11/7（水）●電話で申し込みを
問栃木県栄養士会☎028-634-3438

「とちぎ食の回廊」と「とちぎのふる
さと田園風景百選」フェア
●11/11（日）午前11時～午後4時●宇都
宮市オリオン市民広場（オリオンスクエ
ア）●県内10の食の街道の特産品の展
示販売やとちぎのふるさと田園風景百
選の紹介●県商工連の軽トラ市と同時
開催●当日直接会場へ
問県農村振興課☎028-623-2333

とちぎ青少年育成フォーラム
●11/15（木）午後1時30分～ 3時30分
●県庁研修館4階講堂●表彰式と講演
「青少年の携帯電話の適正利用につい
て」定150名料無料〆 11/12（月）●申込
方法などの詳しい内容は問い合わせを
問県青少年男女共同参画課☎028-623-3075

水樹涼子文芸講演会
●11/16（金）午後2時～●宇都宮市立南
図書館・サザンクロスホール●作家の
水樹涼子氏による講演「事実と真実の
狭間―人間・田中正造を語る―」定300
名（先着）料無料〆 11/16（金）●申込方
法などの詳しい内容は問い合わせを
問県立図書館☎028-622-5113

とちぎ子ども医療センター児童虐
待防止講演会
●11/18（日）午前10時30分～正午●自
治医大地域医療情報研修センター（下
野市）●講演「子どもの虐待による悲劇

を防ぐために」料無料●当日直接会場へ
問自治医科大学とちぎ子ども医療センター
☎0285-58-7815

廃棄物処理施設見学バスツアー
●11/23（金・祝） 午前9時～午後5時15分
●廃棄物処理施設や廃棄物を出さない
工夫をしている工場へ皆さんをご案内
します定 40名 （先着・県東部在住者優先）
料 600円
（昼食代）
〆 11/19
（月）●詳
しい内容
は県ホー
ムページまたは問い合わせを
問県東環境森林事務所☎0285-81-9002

農大祭
●11/23（金・祝）・24（土）午前10時～午
後2時●県農業大学校（宇都宮市）●教
育・研修内容の展示や、農大産農産物等
の販売など●当日直接会場へ
問県農業大学校☎028-667-0711

獨協医科大学認知症疾患医療センター
講演会
●11/24（土） 午後1時～2時30分●とちぎ
健康の森（宇都宮市）●講演「認知症に伴
う精神症状・行動障害への対応」定 400
名（先着）料無料●当日直接会場へ
問獨協医科大学☎0282-87-2153

「これからの住まいづくり・住まい選
び」講習会
●①11/28（水）大田原市総合文化会館、
②12/11（火）小山市中央公民館、③12/18
（火）県庁本館6階大会議室●いずれも
＜第1部＞午後1時～2時30分「大震災・
大災害に強い家づくり、家選び～住宅
性能表示制度について～」＜第2部＞午
後2時50分～4時20分「高齢者の多様な住
まいについて」料無料●申込方法など
の詳しい内容は問い合わせを
問県住宅課☎028-623-2483

奥日光ラムサール条約湿地保全シ
ンポジウム
●12/1（土）午後1時～4時45分●とちぎ
健康の森（宇都宮市）●自然写真家 海野
和男氏による講演や活動事例発表、パネ
ルディスカッション定100名（先着）料無
料〆 11/15（木）●申込方法などの詳し
い内容は問い合わせを
問とちぎ環境・みどり推進機構
☎028-643-6801

障害者スポーツフェスタ2012
●12/9（日）午前10時～午後3時●とち
ぎ福祉プラザ（宇都宮市）●障害者スポ
ーツ体験やロンドンパラリンピック日
本選手団団長による講演、模擬店など
●当日直接会場へ
問栃木県障害者スポーツ協会
☎028-624-2761

とちぎジョブモール巡回相談会・セミナー
●就労に関する相談会・セミナー●11/7
（水）真岡商工会議所、11/8（木）県小山
庁舎、11/22（木）県足利庁舎●申込方法
などの詳しい内容は問い合わせを
問とちぎジョブモール☎028-623-3226

福祉のお仕事ミニ面談会
●求人事業所との仕事内容や応募条件
の相談①11/9（金）●鹿沼商工会議所
②11/29（木）●足利市総合福祉センター

両日とも午後1時～3時30分料無料
●当日直接会場へ

問栃木県社会福祉協議会福祉人材・研
修センター☎028-643-5622

不動産取引法律相談
●11/15（木）午後1時30分～4時●県庁
研修館205研修室●弁護士などによる不
動産取引の法律相談定 3件料無料●要
予約問県住宅課☎028-623-2488

身体障害者巡回相談
●12/5（水）午後1時～3時●安足健康福
祉センター（足利市）●肢体に障害があ
る方の補装具・医学・生活相談定 5名程
度（先着）料無料〆 11/22（木）●お住ま
いの市町障害福祉担当課へ電話で申し

込みを
問とちぎリハビリテーションセンター
☎028-623-7010

平成25・26年度栃木県入札参加資格
申請（建設工事等）
●県内業者〔建設工事〕11/19（月）～30
（金）〔測量・建設コンサルタント等〕
12/10（月）～17（月）●受付方法 電子申
請●入札参加資格有効期間　H25/4/1
～H27/3/31問県監理課☎028-623-2390

黒磯南高校が総合学科へ転換
●黒磯南高校は平成24年度末に実施す
る入試から普通科と英語科の募集を停

止し、総合学科4学級を新たに募集し
ます●教育内容や制服が新しくなり、
来年4月、総合学科高校として開校し
ます
問県立黒磯南高校☎0287-63-0373

給与所得者の個人住民税は「特別徴
収」で納めましょう
●個人住民税は、事業主が特別徴収（給
与天引き）で納める義務があります●現
在、特別徴収未実施の事業所に対し、全
県下一斉に指導を行っています
問事業所のある市町の税務担当課また
は県市町村課☎028-623-2118、県税務
課☎028-623-2107

県政ラジオ番組　栃木放送「県政インフォメーション」月～金 7:10～7:15、17:30～17:35　エフエム栃木「マロニエインフォメーション」月～金 17:28～17:33

催し・講座催し・講座

案　　　内案　　　内

募集・試験募集・試験
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栃木県本栃木県本庁舎からの栃木県本庁県本庁舎からのお知らせお知らせ栃木県本庁舎からのお知らせ
◎ マロニエ県庁コンサート
●11/15(木)午後0時10分～50分●本
館1階県民ロビー●出演 佐藤友香ほ
か●内容 フルート、クラリネット等の演奏
◎けんちょうde愛ふれあい直売所
●11/16(金）午前10時～午後2時
●本館1階県民ロビー、昭和館前庭
●安全安心な県産農産物とその加工
品の販売・情報発信
◎次回の閉館日●12/15(土）

11/18（日）は栃木県知事選挙・栃木県
議会議員補欠選挙（小山市・野木町選
挙区、那須塩原市・那須町選挙区）です
～投票で あなたがつくる 明るいとちぎ～
●大切な一票を無駄にすることなく、
必ず投票しましょう●立候補の状況に
より投票が行われない場合があります
●投票時間は、午前7時
から午後8時まで（一部
地域を除く）●投票日
に投票に行けない方は
11/17（土）までに期日前投票をしましょ
う。期日前投票時間は、午前8時30分か
ら午後8時まで（一部地域を除く）
問県選挙管理委員会☎028-623-2126
または各市町選挙管理委員会

店舗のご案内

●お一人様1アイテム5点までOK! 下取りクーポン券発行の
　際に、本人確認資料のご提示をいただく場合がございます。
　アイテム毎の下取り金額は異なります。詳しくは係員まで。

クーポン
最大
クーポン
最大

栃木県内の店舗情報は

検索洋服の青山

みんなにできること、
青山にできること。はじめます。

プレゼント
引換券

洋服の青山
ハローキティ
オリジナル
グッズ
プレゼント！

有効期限
平成24年12月31日（月）まで

1個

これは、産地やメーカー、スタッフ、店舗、そして
お客様と一丸となって環境を考えていきたい。
そんな想いからつけられた名前です。今はまだ、
種がまかれたばかりのプロジェクトですが、やが
て大きな樹に、大きな力になることを願って。

※下取りクーポン券はお買い上げ商品1点につき1枚ご利用いただけます。※他の割引券及び割引特典、セットセールとの併用はできません。※下取りクーポン券ご利用の際は、別途補正料金を承ります。※パターンオーダー商品は対象外とさせていただきます。　　

下取りに出して
お得なクーポン
と交換!

スーツ・礼服

ジャケット

スラックス

シューズ

コート

ワイシャツ
ネクタイ・ベルト

レディス商品

30,000円以上のメンズコート1着お買い上げの場合
15,000円以上30,000円未満は7,000円OFF

15,000円以上のメンズジャケット
1着お買い上げの場合

30,000円以上のメンズスーツ・
メンズ礼服1着お買い上げの場合

3,990円以上のメンズワイシャツ・ネクタイ・
メンズベルト1点お買い上げの場合

クローゼットの点検をして、いらなくなった洋服を下取りに出し、新しい洋服を買いましょう！！クローゼットの点検をして、いらなくなった洋服を下取りに出し、新しい洋服を買いましょう！！クローゼットの点検をして、いらなくなった洋服を下取りに出し、新しい洋服を買いましょう！！

みんなで出来る
青山の「エコ」な取り組み

スーツ・ジャケット・ドレ
ス・ネクタイなども、
おうちで洗えば地球に
やさしい。

「洗える」商品でエコ

ウールスーツの製造過程
で排出されたCO2を、植
樹活動を通じて削減して
いきます。

植樹活動でエコ

ペットボトルから再生され
た原料エコペットを使用
した素材エコットエコを
採用。

リサイクル原料でエコ 下取りしたアイテムと同一アイテムの
クーポン券と交換致します。
値下げ前価格よりの割引となります。下取り
クーポン券は発行日当日からご利用可能です。
有効期限内にご利用ください。

これら全てを
クーポン券で
下取りいたします。

スーツ以外にも幅広いアイテムを下取りして、国内外でリユース・リサイクルします。下 取りでエコ

足利市芳町46番地１
TEL（0284）43－3596
宇都宮市インターパーク三丁目4番地8号
TEL（028）655－4400
宇都宮市元今泉六丁目７番１号
TEL（028）660－3401
宇都宮市西原町525番3
TEL（028）645－0212
小山市西城南三丁目1番地16
TEL（0285）27－5033
鹿沼市西茂呂一丁目18番地８
TEL（0289）62－0821
佐野市高萩町1029
TEL（0283）21－0168
栃木市大町19番８号
TEL（0282）24－5163
那須塩原市西富山74番地１
TEL（0287）37－7681
真岡市下高間木1-12-16
TEL（0285）84－6770

お得な情報はコチラから

広告

足利店

宇都宮インターパーク店

宇都宮駅東店

宇都宮西原店

小山店

鹿沼店

佐野新都市店

栃木店

西那須野店

真岡店

あなたのスーツが世界中の
様々な市場に出て、また新しい
人の元で活躍していきます。

5,000円以上のメンズスラックス
1本お買い上げの場合

9,900円以上のメンズシューズ
1足お買い上げの場合

コチラ

本券ご持参で
お買上げの方に
もれなく

精算時に商品と一緒にご提示ください。

非売品 限定物

県県からの県からのお知らせお知らせ県からのお知らせ

県民の森「森の集い」 
◎つるを探してクリスマス・リースづくり
●12/2（日）午前9時～正午定30名（先
着）料無料●申込期間　11/5（月）～
30（金）問同管理事務所（矢板市）
☎0287-43-0479

日光自然博物館 
◎奥日光いきものつながり調査会
●11/17（土）午前9時30分～午後2時
●小田代原周辺でシカ食害防止ネッ
ト巻き作業あり●対象　親子、成人
定 50名程度（先着）料無料〆11/10（土）
◎オオワシ・オジロワシをさがそう～初
心者バードウオッチング～ ●11/23
（金・祝）、 24（土）両日とも午前8時30
分～正午●対象 親子（小学生以上）、
成人定 20名程度（先着）料1,000円（中
学生以下500円）※別途低公害バス代
必要〆各開催日の前日午後4時
問同博物館（日光市）☎0288-55-0880

なす高原自然の家 
◎オープンデー●11/11（日）午前10
時～午後3時●木の実クラフトやジェ
ルキャンドル作り等の創作活動など
●当日直接会場へ
問同自然の家（那須町）☎0287-76-6240

とちぎ海浜自然の家 
◎海浜初日の出●12/31（月）～H25/1/1
（火・祝）1泊2日●太平洋からの初日の
出を見て、カルタやすごろくなどの正
月遊びを楽しみます 定 250名（抽選）
料大人5,200円、高校生以下は学年・年
齢により異なります※食事の希望に
より別途料金加算あり 〆 11/26（月）
◎海浜の旬・あんこう●H25/1/19（土）
～20（日） 1泊2日●冬の味覚あんこう
の吊るし切り実演を見学後、あんこうを
味わいます定 250名 （抽選）料大人5,100
円、高校生以下は学年・年齢により異
なります※食事の希望により別途料
金加算あり〆12/17（月）問同自然の家
（茨城県鉾田市）☎0291-37-4004

とちぎ花センター 
◎シクラメンとポインセチア展●11/20
（火）～12/24（月・祝）●冬の鉢花シク
ラメンをはじめ、赤と緑のコントラスト
がきれいなポインセチアのタワーなど
色鮮やかな冬の
鉢花の競演●鑑
賞大温室は入館
料必要（大人400
円、子ども200円）
問同センター（岩舟町）☎0282-55-5775

栃木県の旬な話題やお出かけ情報、プレゼントコーナーなど、情報満載の栃木県メールマガジン「つぎつぎ“とちぎ”メール」読者募集中!　登録は、 とちぎメール

県立美術館 
☎028-621-3566●休月曜日（祝日の場合は翌日）、 祝日の翌日
◎〈特別展示〉高

たか

橋
はし

由
ゆ

一
いち

（「ゆく河の流れ―
美術と旅と物語」同時開催展）12/24（月・祝）
まで●本展では昨年度、基金により取得し
た高橋由一の油彩画「驟

しゅう

雨
う

図
ず

」および宇都
宮美術館が所蔵する同時期の油彩画「中
州月夜の図」を展示します。また、由一が
油彩画を学んだ英国人画家チャールズ・
ワーグマンの作品なども紹介します

県総合文化センター 
☎028-643-1013（プレイガイド午前10時～午後7時）
◎情熱のフラメンコ●12/11（火）午後6時30
分開演●全席指定3,500円◎栃木県楽友協
会「第九」演奏会●12/16（日）午後2時開演
●全席自由1,500円◎サンリオ・ファミリー
クラシック～クリスマスコンサート～「リボ
ンの国の音楽会」●12/22（土）午前11時開
演●全席自由：大人1,500円、こども500円
※いずれも好評発売中！

高橋由一「驟雨図」1877年頃

「元気度 日本一 とちぎ“券”」で
冬のとちぎを満喫しよう

　首都圏からの誘客や一家族一旅行運動（県民の
皆さまの県内旅行）を推進するため、プレミアム
付宿泊旅行券「元気度 日本一 とちぎ “券”」の冬
季発行分の販売を11月3日から開始しました。
　とちぎ“券”が利用できる宿泊施設は、「やすらぎ
の栃木路」冬の観光キャンペーンにも参加してい
るので、さまざまな特典やサービスを受けること
もできます。
　この機会に、冬のとちぎを旅して、県内のホテル・
旅館などに泊まって、ゆっくりくつろぎましょう。

●販売価格　 1枚3,000円（5,000円券として利用可能）
●販売枚数　10,000枚
●販売場所　 「おいでよ！とちぎ館」や県地方合同庁

舎内の生協売店、「とちまるショップ」
（東京スカイツリータウン®内）、旅行代
理店など

●購入限度　1人4枚まで
●利用期間　 12月1日から来年2月28日まで
●利用限度　 1回の支払いにつき1人1枚まで、同一の

宿泊施設に連泊する場合も1人1枚まで
問県観光交流課☎028‒623‒3305

プレミアム付
宿泊旅行券

プレゼントプレゼントプレゼントプレゼント
　「とちぎ県民だより」へのご
感想をお寄せください。抽選で
5名の方に、 プレミアム付宿泊
旅行券「元気度 日本一 とちぎ
“券”」（ペア）を差し上げます。
はがきに、 郵便番号・住所・氏
名・年齢・ご感想を記入の上、次
のあて先までお送りください。
〔締切:11/16(金)必着〕
〒320-8501 栃木県広報課
「とちぎ県民だより」係

　“栃木の恵みに感謝 秋の大収穫祭”をテーマに
県庁で「とちぎ“食と農”ふれあいフェア2012」 が
開催され、県内の新鮮な農産物やこだわりの食
が大集合しました。県内各地のそばを食べ比べ
ることができる「そば東西交流戦」は、そばを求
める大勢の人でにぎわい、人気を呼んでいました。
　また、「栃木県伝統工芸品展 2012」も同時開催
され、日光彫や真岡木綿など伝統工芸品の製作
実演や展示・販売、伝統工芸士の指導による製作
体験などが行われ、 訪れた人はその魅力を十分に
堪能していました。

県政トピックス県政トピックス県政トピックス県政トピックス県政トピックス県政トピックス県の出来事を
紹介します

「とちぎ“食と農”ふれあいフェア2012」と
「栃木県伝統工芸品展2012」を開催しました（10月20、21日）

農産物の販売も行われ大勢の人でにぎわいました 

秋晴れの空の下でとちぎのそばを満喫 結城紬の機織り体験

鹿の湯（那須町）


